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はじめに

1950（昭和25）年に暫定的な高等教育機関として設けられた短期大学は、1955（昭和
30）年に恒久化され、戦後の短期大学発足当時を別とすれば、主として女子生徒の進学先
として、高度成長期の大学進学率の上昇とともに、急速に発展を遂げてきた。しかしなが
ら、1996（平成８）年をピークとして短期大学の数は年々減少しており、また各校の入学
定員も削減されるなど、日本における短期大学は、大きな岐路にある。

約20年前の第二次ベビーブーマーのピーク（1990︲1992年頃）を過ぎて以降、18歳人口
の急速な減少は、短期大学関係者に大きな危機感をもたらした。しかしながら、18歳人口
の減少に反比例して大学進学率は大きく上昇したので、大学・短大在学者で比較すると
1992年当時（281．7万）よりも今日（2011年－304．3万）の方が多いのであり、18歳人口の
減少だけが大きな危機要因ではない。受験生の４年制大学志向、大学設置の量的緩和政策
による４年制大学の増設や新学部の設置、産業界の高度専門知識・技術をもった学生を求
める動きなど諸要因が連動して、短期大学離れがもたらされたと考えられる。そうした中
で、短期大学はそれぞれの状況に応じて、様々なサバイバル・ストラテジーを探り、取り
組んでいる１）。武庫川女子大学短期大学部もまた、その例外ではない。

教育研究所は武庫川学院からの要請を受け、2007年に本学短期大学部活性化のための調
査を行った。調査は大きく三つからなっている。一つは、本学短期大学部の学生を対象と
したアンケート調査で、入学動機や現在の満足度、学生生活を振り返っての感想、今後期
待することなどを総合的に尋ねたものである。二つ目は近畿圏内の現役高校生を対象とし
た進学意識および本学の印象などについての調査、三つ目は本学短期大学生が近年就職し
ている企業・機関に対し、就職した学生の評価や今後の学生に期待される能力、短期大学
学生の採用動向などについて尋ねた調査である。本学短期大学生調査については、教育研
究所がアンケートの作成から分析までを行った。後二者のアンケートについては、教育研
究所と調査実施業者（進研アド）とでアンケートの質問内容を検討・作成し、調査の実施
と分析は業者が実施した。

このレポートは、教育研究所が行った本学短期大学生調査を中心に分析し報告するもの
であるが、高校生および企業・機関へのアンケート結果も一部取り込んだものとした。な
お、学生調査結果については2007︲８年度に本学学内ですでに報告したのであるが、さら
なる分析を加えてまとめ直したものが本報告書である。

以下ではまず、全国および近畿地方における短期大学の動向を確認し、さらに武庫川女
子大学短期大学部の特徴、近年における入試倍率や募集定員の推移を簡潔に確認したの
ち、諸アンケート調査結果を分析していくこととする。
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Ⅰ．短期大学の動向

１．全国の動向
日本における短期大学は、過去20年で大きく減少した。下の表１は、新教育制度におけ

る短大と４年制大学数、女子進学率、および18歳人口の推移を２年ごとに示したものであ
る。先にも述べたとおり、短期大学は高度成長期に女子の進学先として急速にその数を増
し、1953（昭和28）年には数の上で４年制を超して、1996（平成８）年の598校でピーク
を迎えた。1980年代末より増加していった４年制大学に対し、短期大学は急速に減少して
いき、1998（平成10）年には数の上で４年制大学数を下回り、このアンケート調査が行わ
れた2007（平成19）年時点では434校、2011（平成23）年には387校となり、ピーク時の
64．7％にまで減少した。過去最多であった1996年との比較では、全体で211校（私立のみ
では139校）が減少したことになる。1996年に33校あった国立短期大学は、2010年にはす
べて姿を消した。その一方で、４年制大学は同じ15年の間に210校（私立のみでは174校）
の増加がみられた。

この間、短期大学を含む大学進学率は増え続け、女性だけに限ると、1996年には48．3％
であったものが、2010年には56．0％へと約８％の増加をみた。少子化の中での進学率の増
加なので、大学進学者数自体はそれほど増えてはいない。その内訳を経年で見ると、女子

表１．短期大学・大学数と女子進学率、18歳人口の推移（２年ごと）

大学数 短大数 女子４大 女子短大 18歳人口 大学数 短大数 女子４大 女子短大 18歳人口
年 （校） （校） 進学率（％）進学率（％）（千人） 年 （校） （校） 進学率（％）進学率（％）（千人）

1954 ₂₂₇ ₂₅₁ ₂．₄ ₂．₂ ₁，₇₁₃ 1982 ₄₅₅ ₅₂₆ ₁₂．₂ ₂₀．₅ ₁，₆₃₅
1956 ₂₂₈ ₂₆₈ ₂．₃ ₂．₆ ₁，₇₄₆ 1984 ₄₆₀ ₅₃₆ ₁₂．₇ ₂₀．₁ ₁，₆₆₇
1958 ₂₃₄ ₂₆₉ ₂．₄ ₂．₈ ₁，₆₆₃ 1986 ₄₆₅ ₅₄₈ ₁₂．₅ ₂₁．₀ ₁，₈₅₀
1960 ₂₄₅ ₂₈₀ ₂．₅ ₃．₀ ₁，₉₉₇ 1988 ₄₉₀ ₅₇₁ ₁₄．₄ ₂₁．₈ ₁，₈₈₂
1962 ₂₆₀ ₃₀₅ ₃．₃ ₄．₁ ₁，₉₇₄ 1990 ₅₀₇ ₅₉₃ ₁₅．₂ ₂₂．₂ ₂，₀₀₅
1964 ₂₉₁ ₃₃₉ ₅．₁ ₆．₅ ₁，₄₀₁ 1992 ₅₂₃ ₅₉₁ ₁₇．₃ ₂₃．₅ ₂，₀₄₉
1966 ₃₄₆ ₄₁₃ ₄．₅ ₇．₃ ₂，₄₉₁ 1994 ₅₅₂ ₅₉₃ ₂₁．₀ ₂₄．₉ ₁，₈₆₀
1968 ₃₇₇ ₄₆₈ ₅．₂ ₉．₂ ₂，₅₃₉ 1996 ₅₇₆ ₅₉₈ ₂₄．₆ ₂₃．₇ ₁，₇₃₂
1970 ₃₈₂ ₄₇₉ ₆．₅ ₁₁．₂ ₁，₉₄₇ 1998 ₆₀₄ ₅₈₈ ₂₇．₅ ₂₁．₉ ₁，₆₂₂
1972 ₃₉₈ ₄₉₁ ₉．₃ ₁₄．₄ ₁，₇₃₇ 2000 ₆₄₉ ₅₇₂ ₃₁．₅ ₁₇．₂ ₁，₅₁₀
1974 ₄₁₀ ₅₀₅ ₁₆．₆ ₁₈．₂ ₁，₆₂₁ 2002 ₆₈₆ ₅₄₁ ₃₃．₈ ₁₄．₇ ₁，₅₀₂
1976 ₄₂₃ ₅₁₁ ₁₃．₀ ₂₀．₆ ₁，₅₄₂ 2004 ₇₀₉ ₅₀₈ ₃₅．₂ ₁₃．₅ ₁，₄₁₀
1978 ₄₃₃ ₅₁₉ ₁₂．₅ ₂₁．₀ ₁，₅₈₀ 2006 ₇₄₄ ₄₆₈ ₃₈．₅ ₁₂．₄ ₁，₃₂₅
1980 ₄₄₆ ₅₁₇ ₁₂．₃ ₂₁．₀ ₁，₅₇₉ 2008 ₇₆₅ ₄₁₇ ₄₂．₆ ₁₁．₅ ₁，₂₃₆

₂₀₁₀ ₇₇₈ ₃₉₅ ₄₅．₂ ₁₀．₈ ₁，₂₁₃
※１．文部科学省『学校基本調査年次統計』より作成。
※２． □は４年制と短大が逆転した年、網掛けは第一次、二次ベビーブーム。
※３． データは「e︲Stat」より引用。18歳人口は本学教育研究所『女子大学の存立意義に関する調査研究

報告書』、2008，2010年については、３年前の文部科学省『学校基本調査』より中学校卒業者数を
とった。なお千人未満は切り下げた数字である。
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の大学進学者のうち４年制大学への進学比率は、1996年の24．6％が2010年には45．2％へと
大幅に増加し、逆に短期大学への進学者比率は23．7％から10．8％へと大きく率を減らし
た。1996年は、短期大学の草創期である昭和20年代を除けば、女子の４年制大学進学者の
比率が、短期大学進学者比率を初めて上回った年でもある。

次に、日本私立学校振興・共済事業団の私学経営相談センター（2011）の調査結果に基
づいて作成した図１から、短期大学の入学定員や定員充足率の推移を概観する。私立短期
大学に限ると、1996年に180,635人であった定員数が、2011年には72,394人となり、15年で
約40％にまで減った。短期大学数の減少割合より大幅に定員が減少したのは、短大自らが
定員を削減したことによる。単純に先の入学定員を、同年の私立短期大学数（集計分の
み）で割ってみると、1996年が367．9名であるのに対し、2011年では214．2名であった。定
員充足率は1996年に114．5％で、定員充足率が100％未満の短期大学比率は17．5％であった
が、この10数年で定員充足は急速に悪化し、2011年度入試における私立短期大学全体（338
校からの回答）での入学定員充足率は89．6％、定員充足率が100％未満の短期大学の割合
は66．6％と全体の３分の２に及んだ。地域、学科、学生規模による違いも小さくない２）。

＊東日本大震災のため、2011年度の進学率は出ていない。
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図１．短大定員充足率、女子進学率と充足率100未満の短大割合

　こうした現状に対し、短期大学がとった方策は大きく四つに分かれる。一つは４年制大
学になることである。1990年代以降、大学設置基準が大綱化され、４年制大学設立の基準
が緩和されたので、18歳人口の減少や女子学生の４年制志向を踏まえて、転換した大学で
ある。二つ目は、廃校の道を選んだ、あるいは選ばざるを得なかった短期大学であり、三
つ目は４年制大学付属の短期大学、あるいは同じ法人系列に４年制大学をもつ短期大学
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で、４年制大学と統合するなどして廃止されたもの、そして四つ目は短期大学としての生
き残りを選んだ大学である。

２．近畿地方における短期大学の動向
実際、短期大学が過去20年でどのように変化したのかを、近畿地方、中でも兵庫県と大

阪府の短期大学を中心に検討していく。表２は、1991年、1996年、2000年、2005年、2010
年の５時点における近畿地方（三重県を除く）の短期大学数を示している。近畿全体で
は、ピーク時の1996年に96校であったものが、2010年現在では75校に減少し、1996年比で
78．1％となった。全国での割合（64．7％）に比べると、近畿における減少度合いは全体と
して小さいと言えよう。とはいえ、学校数の少ない和歌山県をのぞくと、兵庫県と大阪府
の比率（実質の比率）はそれぞれ68．0％、73．2％であり、大都市部であっても４分の１強
の短期大学が消えたこととなり、決して低い数字ではない。ここでは、兵庫県と大阪府の
短期大学がこの15年、20年の間でどのような変化を遂げたのかを、具体的に検討してい
く。

表２．近畿地方における1991年以降の短期大学数の推移

兵庫 大阪 京都 滋賀 奈良 和歌山 近畿合計
1991︵H3︶ 年 25 ₄₁ ₁₇ ₄ ₆ ₂ 95
1996︵H8︶ 年 ︵a︶ 25 ₄₁ ₁₈ ₄ ₆ ₂ 96
2000︵H12︶ 年 21 ₄₁ ₁₅ ₄ ₇ ₂ 90
2005︵H17︶ 年 22 ₄₂ ₁₆ ₄ ₄ ₁ 89
2010︵H22︶ 年 ︵b︶ 19︵17︶＊ ₃₂︵₃₀︶＊  ₁₄＊＊ ₄ ₅ ₁ 75︵71︶
b/a（％） 76．0 ₇₈．₀ ₇₇．₈ ₁₀₀．₀ ₈₃．₃ ₅₀ 78．1
b（ ）内 /a ︵％） 68．0 ₇₃．₂ 74．0

＊（　）内の数字は、募集停止をしている短期大学を除いたものである。
＊＊ 京都女子大学附属短期大学部は含まれている。

（１）兵庫県の短期大学

まず、兵庫県の短期大学とその定員、共学の有無などを1991年・1996年と2010年の時点
で比較したものが表３である。1991年を入れたのは、1996年の入学定員には18歳人口の増
加に伴う臨時定員増が組み入れられているので、それ以前の定員数を示すためである３）。
なお、1991年と1996年における兵庫県の短期大学は同じであった（後で述べる大阪府も同
様）。兵庫県では、1991年および1996年の25校から2010年には19校へと減少した。なお19
校には、近年募集を停止した短期大学を含んでいるので、これを除くと17校となる。

1996年を基準に、15年間での変化をみると、６つの短期大学が閉鎖されており、現在募
集停止の短期大学を入れると８校に上る。この８校のうち、６校までが併設の４年制大学
に統合された。４年制と短期大学の併設が長年つづいていたケース（甲南女子や神戸学院
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など）もあれば、短期大学の閉鎖を前提にして、設立された４年制大学（神戸海星女子学
院、近畿福祉など）もある。2011年閉学の神戸ファッション造形大学短期大学（４年制は
2013年に閉学予定）を含めると、賢明女学院短期大学とともに２短期大学が閉校した。

その他の変化としては、共学化している短期大学が少なくない。現在ある17の短期大学
中、1996年に共学であったものは４校にすぎないが、2010年時点では10校に増えた。学生
に占める女子比率は高いものの、女子だけの短期大学の方が７校と少なくなっており、従
来もたれていた「短大＝女子大」というイメージは現状に合わなくなっている。

募集定員については、臨時定員増をする前の1991年の数字も掲載した。現在の定員をみ
ると、臨時定員増を恒久化するどころか、1991年と比べても、定員を減らしている短期大
学がほとんどである。1991、1996年との比較で唯一定員を増やしているのは頌栄短大のみ

表３．兵庫県における短期大学の変化（３時点での比較）

1991年 1996年 2010年 併設 ･系列
短期大学名(1996) 定員 定員 共学有無 短期大学名 定員 共学有無 大学有無

1 芦屋女子 ₃₅₀ ₃₅₀ 女子 1 芦屋女子 ₁₂₀ 女子︵₂₀₁₁共︶ ○
2 大手前女子 ₃₈₀ ₆₁₀ 女子 2 大手前 ₂₅₀ 共学 ︵₂₀₀₄︶ ○
3 近畿大学豊岡 ₁₀₀ ₁₄₀ 共学 3 近畿大学豊岡 ₄₀ 共学 ○
4 甲子園 ₂₅₀ ₄₃₀ 女子 4 甲子園 ₂₂₀ 女子 ○
5 神戸女子 ₄₆₀ ₇₃₀ 女子 5 神戸女子 ₃₉₀ 女子 ○
6 神戸常磐 ₂₄₀ ₃₂₀ 共学 6 神戸常磐大学 ₁₆₀ 共学 ◎2008
7 神戸山手女子 ₇₉₀ ₁₀₃₀ 女子 7 神戸山手 ₂₅₀ 共学 ︵₂₀₀₄︶ ◎1999
8 産業技術 ₂₃₀ ₃₉₀ 共学 8 産業技術 ₂₄₅ 共学
9 夙川学院 ₈₄₀ ₈₄₀ 女子 9 夙川学院 ₃₂₀ 女子

10 頌栄 ₁₀₀ ₁₀₀ 共学 10 頌栄 ₁₅₀ 共学
11 聖和大学 ₃₀₀ ₂₈₀ 女子 11 聖和 ₁₅₀ 女子 △
12 園田学園女子大学 ₆₉₃ ₅₉₀ 女子 12 園田学園女子大学 ₂₁₀ 女子 ○
13 東洋食品工業 ₃₅ ₃₅ 女子 13 東洋食品工業 ₃₅ 共学 ︵₂₀₀₆︶
14 日ノ本学園 ₂₀₀ ₂₅₀ 女子 14 姫路日ノ本 ₁₀₀ 共学 ︵₁₉₉₉︶
15 兵庫女子 ₆₇₀ ₃₈₇ 女子 15 兵庫大学 ₂₃₀ 共学 ︵₁₉₉₆︶ ◎1995
16 湊川女子 ₃₀₀ ₃₀₀ 女子 16 湊川 ₁₈₀ 共学 ︵₂₀₀₃︶
17 武庫川女子 ₁₉₉₀ ₁₅₈₅ 女子 17 武庫川女子大学 ₈₇₀ 女子 ○
18 神戸文化 ₃₀₀ ₃₀₀ 女子 ︵？︶ 神戸ファッション造形大学  2009停止　2011廃止
19 神戸松陰女子 ₅₁₅ ₅₁₅︵？︶ 女子 神戸松陰女子学院大学 ₂₀₀₇停止
20 関西女学院 ₂₅₀ ₆₀₀ 女子 2000停止、四年制に統合 関西国際大学へ ◎1998
21 甲南女子 ₃₅₀ ₃₀₀ 女子 2000停止、四年制に統合 甲南女子大学へ ○
22 神戸海星女子学院 ₁₀₀ ₁₀₀ 女子 ₁₉₉₈停止､ 四年制に統合 神戸海星女子学へ ○
23 神戸学院女子 ₄₀₀ ₄₈₀ 女子 2004停止、四年制に統合 神戸学院大学へ ○
24 姫路学院女子 ₂₀₀ ₂₀₀ 女子 1999停止、四年制に統合 近畿福祉大学へ ◎2000
25 賢明女学院 ₂₂₀ ₂₂₀ 女子 ₂₀₀₆停止､ ₂₀₀₈廃校

※１． 1991年および1996年については、晶文社発行『全国短期大学受験案内’92年度用』（1991）、『－’97
年度用』（1996）を用いた。 2010年度については、原書房『全国学校総覧2011年版』（2010）、学
研『2011年度用短大受験案内』（2010）を用いた。

※２． 太線の□は1991，1996年比で定員が同じか増加した短大、細線□は1991年比でのみ増加した短
大。網掛けは、1991比半減以下の短大。

※３．併設・系列大学有無の○は「有」を示し、◎は1996年以降に４年制大学が創設されたものとその年。
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であり、1991年との比較では産業技術短大も増やしている。定員数の少ない東洋食品工業
短大は定員を変えていない。その他の短期大学は、1991年比においても、すべて定員を減
らしている。表中の短大名に薄い網掛けを施しているのは、1991年の定員数と比して、
2010年にその数を半分以下とした大学であり、その数は17校中９校となる。

（２）大阪府の短期大学

表４は、大阪府所在の短期大学を20年前の1991年と1996年、2010年の３時点で示したも
のである（1991年と1996年で短期大学に変動なし）。大阪府では、1991年の41校が2010年
には30校となった。1991年の41校中、2010年までに12校が募集を停止し、そのうち10校が
４年制大学になった、あるいは統合されたと思われる。大阪、大阪明浄、関西鍼灸、羽衣
学園の各短期大学は、短大を閉学して４年制大学を設立し、残りは既存の４年制大学に統
合された。聖母被昇天学院女子と PL 学園女子は閉学したようである。大阪府の場合、
1996年以降に２つの短期大学（大阪体育大学附属および大阪健康福祉）が設立されたが、
そのうち１校は2010年に募集を停止した。

共学化した短期大学も多い。1991年から続いている29短期大学のみを対象にすると、
1991年に共学であったと思われる短期大学は６校であったが、2010年には15校に増え、半
数以上が共学化している。

募集定員では、全体的には減らしている短期大学が多い。2010年時点において、1991、
1996年よりも増やしているのは藍野学院と大阪千代田の２校にすぎない。増えてはいない
が、1996年と同数なのが大阪女子、大阪夕陽丘、大阪信愛女子学院の３校、1996年定員よ
りは減ったが1991年定員より増えたのは大阪キリスト、四条畷学園、大阪芸術大学の３校
である。臨時定員増前の1991年比で増えたあるいは変化していない短期大学が合計８大学
であり、あとの21大学は定員を減少させている。特に1991年比で半数以下になった短大

（表４の短大名に網掛け）の数は14校に上り、現存する短大の約半数にあたる。
定員を減らしていない短期大学の特徴としては、藍野学院を除いてすべてが併設あるい

は系列の４年制大学を持っていないことが挙げられる。４年制大学にたよらず、短大とし
て生き残りを図っている大学といえよう。逆に言えば、1996年以降に藍野学院を含む８つ
の短大が４年制大学を設けているのであり、その多くは短大の定員を大きく減らしたので
ある４）。
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表４　大阪府における短期大学の変化（３時点での比較）
1991年度 1996年度 2010年度 併設･系列

no 短期大学名(1996) 定員 定員 共学有無 no 短期大学名(2010) 定員 共学有無 大学有無
1 藍野学院 80 75 共学 1 藍野学院 180 共学 ◎2004
2 大阪青山 700 900 女子 2 大阪青山 180 共学 ◎2005
3 大阪音楽大学 300 300 共学 3 大阪音楽大学 270 共学 ○
4 大阪学院 400 800 女子 4 大阪学院 200 女子 ○
5 大阪キリスト教 240 372 女子（一部男子） 5 大阪キリスト教 270 女子（一部男子）
6 大阪薫英女子 450 450 女子 6 大阪薫英女子 210 女子
7 大阪産業大学 350 400 共学 7 大阪産業大学 200 共学（殆男子） ○
8 大阪城南女子 450 490 女子 8 大阪城南女子 390 女子
9 大阪女学院 250 265 女子 9 大阪女学院 150 女子 ◎2004

10 大阪女子 260 340 女子 10 大阪女子 340 女子
11 大阪女子学園 150 240 女子 11 大阪夕陽丘 240 共学（’09）
12 大阪信愛女子学院 200 200 女子 12 大阪信愛女子学院 200 女子
13 大阪成蹊女子 1480 1480 女子 13 大阪成蹊 690 共学 ◎2003
14 大阪千代田 120 220 女子 14 大阪千代田 250 共学
15 大谷女子 420 130 女子 15 大谷大谷大学 180 共学 ○
16 関西外国語 1850 2450 共学 16 関西外国語大学 900 共学 ○
17 関西女子 450 450 女子 17 関西女子 300 女子
18 近畿大学 160 160 共学 18 近畿大学 80 共学（夜間） ○
19 堺女子 300 230 女子 19 堺女子 150 女子
20 四条畷学園 180 310 女子 20 四条畷学園 240 共学
21 四天王寺国際仏教大学 600 600 女子 21 四天王寺大学 240 共学 ○
22 樟蔭東女子 160 160 女子 22 樟蔭東女子 120 女子（’12共学）
23 大阪国際女子（‘92迄、帝国女子） 730 890 女子 23 大阪国際大学 380 共学 ○
24 常磐会 400 500 女子 24 常磐会 300 女子 ◎2006
25 浪速 320 580 共学 25 大阪芸術大学 450 共学 ○
26 梅花 660 530 女子 26 梅花女子大学 280 女子 ○
27 東大阪 565 582 女子 27 東大阪大学 150 共学 ◎2003
28 プール学院 490 145（?） 女子 28 プール学院大学 190 女子 ◎1996
29 平安女学院 630 740 女子 29 平安女学院大学 150 女子 ◎2000

2002開学 30 大阪健康福祉 170 共学
30 大阪 150 450 共学 2002停止 2003太成学院大学へ ◎’98南大阪大学
31 大阪工業大学 430 430 共学 2004停止 大阪工業大学へ ○
32 大阪電気通信大学 310 325 共学 2006停止 大阪電気通信大学へ ○
33 大阪明浄女子 160 520 女子 2003停止 大阪観光大学へ ◎2000
34 関西芸術（‘96迄関西女子美術） 200 250 女子 2004停止 宝塚造形芸術大学→宝塚大学 ○
35 関西鍼灸 120 110 共学 2002停止 関西鍼灸大学→関西医療大学 ◎2003
36 相愛女子 525 565 女子 2005停止 2006相愛大学へ統合 ○
37 帝塚山学院 360 360 女子 1997停止 1998帝塚山学院大学へ ○
38 羽衣学園 500 400 女子 2004停止 羽衣国際大学へ ◎2002
39 金蘭 1700 1700 女子 ［31］2009停止 千里金蘭大学 ◎2003
40 聖母被昇天学院女子 140 140 女子 2003停止、2005閉学
41 PL 学園女子 150 150 女子 2001停止

2000開学 ［32］2010停止 大阪体育大学 ○
※１．データについては、表３と同じ。
※２． 金蘭と大阪体育大学附属については、閉学とはなっておらず、『全国学校総覧2011年版』に記載さ

れていたので、2010年の短期大学としても掲載し、no を［　］付きで示した。
※３． 太線□は1991，1996年よりも定員が増えたか同数の短大、細線□は1991より増えた短大。綱掛け

は、1991年比半減以下。
※４． 併設・系列大学有無の○は「有」を示し、◎は1996年以降に系列の４年制大学が創設されたものとその年。
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Ⅱ．武庫川女子大学短期大学部の特徴と学生募集の現状

上では近畿の短期大学、なかでも兵庫県と大阪府における約20年間の変化を概観してき
た。では、阪神間に位置し、学生の多くが兵庫と大阪から通学している武庫川女子大学短
期大学部の場合はどうか。その特徴を整理するとともに、近年における学生募集の状況を
確認する。

１．武庫川女子大学の特徴
武庫川女子大学は、1949年に武庫川学院女子大学（1958年、武庫川女子大学と改称）

が、1950年には武庫川学院女子短期大学（1985年に武庫川女子大学短期大学部と改称）が
それぞれ開学し、女子大学として今日に至っている。2011年度において、４年制は文学

（５学科）、生活環境学（４学科）、薬学（２学科）、音楽（２学科）、健康スポーツ科学
（１学科）の５学部14学科、短期大学部は日本語文化、英語コミュニケーション、幼児教
育、人間関係、健康・スポーツ、食生活、生活造形の７学科からなる。それぞれの定員は
表５に示した通りである。2011年５月時点で、４年制学生が8,590名、短期大学学生が1,940
名で、大学院生を除いても、合計１万人以上の学生が在籍している。

表５．短期大学部学科別と大学学部別の学生数（武庫川女子大学）

短期大学部学科 人数 大学学部 人数
日本語文化学科 ₂₄₁ 文学部（５学科） ₄，₂₆₉
英語コミュニケーション学科 ₂₁₉ 健康・スポーツ科学部 ₁₈₂
幼児教育学科 ₃₁₆ 生活環境学部（４学科） ₂，₅₀₃
人間関係学科 ₂₃₂ 音楽学部（２学科） ₁₇₁
健康・スポーツ学科 ₁₈₅ 薬学部（２学科） ₁，₄₆₅
食生活学科 ₃₄₆ 合計 ₈，₅₉₀
生活造形学科 ₄₀₁

合計 ₁，₉₄₀ （2011年５月１日現在）

本学は４年制だけの学生規模において、４年制と短期大学を合わせた規模においても、
女子大学の中では最も大規模な大学である。短大だけでも５学科を有し、近畿で２番目に
大きい募集定員をもつ。さらに、文系のみならず薬学や建築学、食物栄養など理系学部・
学科をもつ総合大学であり、新制の大学・短期大学の発足時に創設された伝統校である。
その他、武庫川女子大学の特徴として次のような点を挙げることができる。

学院・大学の方針

・ ４年制と短大だけでなく、幼稚園、中学・高等学校と大学院を有する総合学園である。
・ 10年間一貫の女子教育を目指しており、附属高等学校卒業生のほとんどが武庫川女子大
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学・短期大学に進学する（大学・短大入学者全体の約13～14％を付属出身者。近年で
は、４年制への内部進学者が増加し、短大への入学者はかなり減少）。
編入

・ 短期大学部学科から対応する４年制の学科への編入枠がある（短大各学科入学定員の
20％前後）。
教学

・社会で自立できる女性を目指し、資格や免許などの取得獲得のサポートに熱心である。
・ 短期大学部と４年制は同じキャンパスにあり、教員は双方で教え、学生は共通の授業を

とることもあるなど、短大と４年制の間の垣根が低い。
・ 短期大学の学科とそれに対応する４年制大学の学科は、一体となって運営されている
（教員等）。

・以前よりクラス担任制を取り入れ、学生間、学生－教員間の意志疎通を図っている。
立地

・大阪市と神戸市の間に位置し、交通機関のアクセスもよく、通学に便利である。
その他

・学生数が多く、歴史もあるので、知名度が高く、近畿地方を中心に卒業生が多い。
・設備や施設が充実している（情報機器の充実、海外に自前の分校をもつ）、など。

以上のように、短期大学としてみれば、かなり有利な特徴、条件を備えている。

２．学生募集の現状と変遷
現在の４年制・短期大学の学部・学科構成および学生数は表５で見たが、2011年度の学

生募集定員は表６に示したように大学1,695名、短期大学部870名（附属高校からの入学者
を除く）であり、４年制の定員が短大の倍近くとなっている。1999年までは短大の募集定
員1,390名、４年制が1,340名と短期大学部の方が多かったが、2000年に４年制1,400名、短
期大学1,266名となって逆転した。僅か11年前のことに過ぎない。その後さらに短大の募
集定員を減らし、４年制の定員を増やして今日のようになった。短大を併設する４年制大
学では、同じような傾向であったと思われる。先に、1996年に初めて女子の４年制進学率
が短大のそれを上回ったと述べたが、1970年代、1980年代を通じて女子の４年制進学率は
短大進学率の６割強といった状況が続き、女子の大学進学者の主たるターゲットは短期大
学であった。その逆転は、1990年代に入ってごく短期間に生じたのである。
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表６．短大学科別募集定員の推移

学科＼年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
日文 ₂₀₀ ₂₀₀ ₂₀₀ ₁₆₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
英語 ₂₀₀ ₂₀₀ ₂₀₀ ₂₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
幼児教育 ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀
人間関係 ₂₀₀ ₂₀₀ ₂₀₀ ₂₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
健康スポーツ ₁₀₀ ₁₀₀ ₉₆ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀
食生活 ₃₄₀ ₂₄₀ ₂₄₀ ₂₄₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ 160 160 160 160 160 160
生活造形 ₃₀₀ ₃₀₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀ ₁₈₀
合計 ₁,₄₉₀ ₁,₃₉₀ ₁,₂₆₆ ₁,₂₁₀ ₈₉₀ ₈₉₀ ₈₉₀ ₈₉₀ 870 870 870 870 870 870
４年制大定員 ₁,₃₄₀ ₁,₄₀₀ ₁,₅₃₅ 1,675 ₁,₆₉₅

＊４年制大の定員は、大きな変化のあった年のみの掲載。

先に図１で見たように、私立短期大学全体の定員充足率が90％前後、100％を割る短期
大学は全体のおよそ３分の２となった。今日の短期大学にとって、最も大きな課題は受験
生集めである。本学短期大学の場合、先に挙げた特徴など有利な条件・特徴を備え、全体
としては定員割れを起こしていない。しかしながら、短期大学部の学生募集は徐々に厳し
くなっているのが現状（2007年時点）である。

次の図２、図３は、1998年度から2007年度入試まで10年間の短期大学部の入試競争率
（受験者数／合格者数）の推移を、推薦入試、一般入試別に示したものである（2007年ま
でとしているのは、後述の学生アンケート調査の実施年に合わせたため）。入学学生のか
なりの割合を占め、安定的な学生確保を行っている推薦入試（図２）では、競争率は比較
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図２．本学短期大学部の推薦入試倍率推移
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